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昨
夏
伊
勢
方
面
見
學
蹄
途
、
次
期
見
學
に
つ
い
て
は
酒
井
委
員
の
提
言
を
中
心
に
し
た
車
中
打
合
せ
に
基
づ
き
琴
平
善
通
寺
白
峰
寺
図

分
寺
方
面
を
意
圏
し
た
。
以
下
慮
務
を
辿
る
。

月
中
旬
金
刀
比
罹
宮
圏
書
館
宛
漠
籍
を
中
心
と
し
た
目
録
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
同
館
松
原
秀
明
氏
よ
り
闊
係
参
考
目
録
二
部
と

共
に
、
三
宅
石
庵
（
俳
聾
泉
石
）
を
往
時
麓
聘
し
た
讃
岐
琴
平
の
羽
屋
平
右
術
門
（
俳
聾
寸
木
・
木
村
姓
）
と
い
う
造
酒
家
と
そ
の
男
平

十
郎
の
こ
と
に
鴫
れ
た
同
月
二
十
一
日
付
の
お
葉
書
を
拝
受
し
た
。
然
も
同
氏
も
此
の
機
に
堂
友
會
と
の
照
會
調
査
作
業
を
待
望
せ
ら
れ

る
ご
意
向
の
あ
る
を
伺
う
こ
と
が
出
末
た
。

一
十
五
琥
の
石
庵
闊
係
記
事
中
に
、
木
村
寸
木
ぱ
薬
種
商
ら
し
か
っ
た
と
あ
る
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、
前
記
造
酒
家
の
表
現
に

引
か
れ
て
私
は
先
ず
こ
れ
が
探
究
の
指
向
を
定
め
た
。
受
阻
答
麓
に
懐
徳
第
四
十
琥
、
八
尾
の
史
蹟
（
八
尾
市
役
所
）
を
呈
送
し
た
。

十
二
月
四
日
付
に
て
、
同
氏
よ
り
琴
平
町
内
の
さ
る
素
封
家
に
於
て
閲
覧
の
屏
風
に
貼
ら
れ
て
い
た
石
庵
の
書
簡
宮
員
と
、
鶯
き
且
つ

喜
び
で
あ
っ
た
こ
と
は
木
村
平
右
術
門
、
平
十
郎
な
ど
の
墓
碑
を
窃
員
撮
影
さ
れ
て
い
る
と
の
ご
案
内
に
接
し
た
こ
と
で
あ
る
。
質
は
漠

然
模
索
の
心
情
で
あ
っ
た
私
｝
に
i
}，1

わ
か
に
視
界
の
展
が
り
を
質
感
し
た
。
堂
友
會
に
於
て
ほ
或
ぱ
諸
先
賢
の
既
に
燭
れ
ら
れ
た
採
取
作

業
乃
至
は
聞
知
の
こ
と
に
あ
ら
ず
や
と
自
か
ら
を
疑
っ
て
も
み
た
。

十

ー
臨
地
見
學
會
前
後
の
経
緯
よ
り
—
_
ー

多
松
堂
設
立
に
闘
輿
し
た
木
村
家
に
つ
い
て

多
松
堂
設
立
｝
』
闘
呉
し
た
木
村
家
こ
つ
い
て

山
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正 七
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多
松
堂
設
立
に
闘
典
し
た
木
村
家
に
つ
い
て

十
二
月
十
日
付
に
て
、

同
氏
よ
り
（
以
下
便
と
略
稲
）
前
記
墓
碑
窓
員
七
葉
拝
受
併
せ
て
次
の

「
讃
岐
史
談
」
抄
録
を
同
封
ご
敦
示
下

琴
平
五
三
昧
墓
地

「
讃
岐
史
談
第
二
巻
第
二
抗
」
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
日

草
薙
金
四
郎
編
集
兼
登
行

大
西
一
外
（
讃
岐
掃
苔
録
）

さ
れ
た
。
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敷
年
前
、
墓
地
整
理
の
為
め
、
柳
谷
の
新
墓
に
併
合
、
無
縁
墓
は
無
縁

塔
に
築
造
さ
れ
、
僅
に
私
の
提
議
を
納
れ
て
、
木
村
寸
木
と
秦
蕉
齋
の

墓
碑
の
み
を
保
存
さ
れ
て
居
る
が
、
五
三
味
墓
地
に
は
、
池
大
雅
始
め
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諸
名
家
の
筆
に
な
っ
た
碑
銘
も
あ
り
、
平
琴
の
歴
史
を
探
ぐ
る
に
は
鋏

く
ぺ
か
ら
ざ
る
箇
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
立
派
な
も
の
が
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
す
っ
か
り
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
、
文
化
の
琴
平
を
誇
る
か
に
、

柳
谷
の
高
嚢
に
天
空
を
摩
し
て
袋
え
て
居
る
。
併
し
て
私
が
五
三
昧
墓

地
を
調
査
し
た
の
は
、
大
阪
在
住
時
代
に
屈
し
既
に
墓
地
整
理
も
餘
程

進
捗
し
て
居
っ
た
の
て
ほ
ん
の
一
部
そ
れ
も
主
と
し
て
俳
諧
方
面
に
カ

を
注
い
で
居
た
と
い
う
こ
と
を
特
に
断
っ
て
置
く
。
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0
道
閑
之
墓

木
村
氏
、
通
稲
羽
屋
平
右
衛
門
、
名
有
綱
、
壁
錢
堂
、
一
柳
軒
、
若
水

子
の
琥
あ
り
、
高
松
の

一
三
子
に
俳
諧
を
學
び
、
宗
鑑
流
三
世
を
稲

し
、
オ
隧
、
惟
中
、
惟
然
、
舎
羅
、
三
千
風
、
圏
水
等
と
交
り
「
金
毘

羅
會
」
、
「
花
の
市
」
の
著
書
が
あ
る
。
ま
た
元
緑
十
二
年
、

碩
儒
一
二
宅

石
庵
を
纏
聘
し
て
地
方
文
化
に
貢
臥
す
る
と
こ
ろ
紗
な
か
ら
ず
、
造
涸

家
、
正
徳
五
年
乙
未
四
月
二
十
八
日
歿
、
享
年
六
十
九
゜

多
松
堂
設
立
に
闘
典
し
た
木
村
家
に
つ
い
て

木村平十郎墓碑

〇
貞
閑
之
墓

木
村
寸
木
の
妻
、

三
好
氏、

歌
俳
を
嗜
む
、
享
保
十
二
年
丁
未
六
月
九

日
歿
、
享
年
七
十
四
゜

〇
粛
齋
之
墓

木
村
氏
、
名
網
紀
、
稲
平
十
郎
、
歩
オ
と
琥
す
、

寸
木
の
男
、
俳
諧
を

父
に
、
儒
學
を
石
庵
に
學
ぶ
、
後
ち
懐
徳
堂
五
同
士
と
協
力
し
て
、
大

阪
に
於
け
る
石
庵
の
講
堂
多
松
堂
設
立
に
醜
金
し
、
享
保
十
一
年
懐
徳

堂
創
設
に
隙
し
寄
宿
舎
一
棟
を
建
造
寄
進
す
、
享
保
十
二
年
丁
未
十
一

月
廿
六
日
歿
，
享
年
五
十
七
゜

0
春
翁
之
墓

木
村
氏
、
名
網
守
、
稲
忠
蔵
、
究
暦
八
年
戊
寅
三
月
四
日
歿
、
享
年
六

十
四
゜

〇
孵
山
之
墓

木
村
氏
、
名
網
之
、
稲
藤
右
衛
門
、
天
明
四
年
甲
辰
三
月
廿
二
日
歿
、

享
年
六
十
六
゜

〇
常
山
之
墓

木
村
氏
、
名
成
総
、
稲
清
右
衛
門
、
安
永
九
年
庚
子
六
月
四
日
歿
、
享

年
六
十
゜

（
註
）
春
参
、
静
山
、
常
山
等
の
経
歴
は
不
明
な
る
も
石
庵
の
嗣
子
、

三
宅
春
棲
な
ど
と
、
交
渉
を
有
す
る
に
よ
り
、
俵
に
摘
録
せ
り
。

〇
閑
齋
之
墓

木
村
氏
、
名
成
章
、
字
士
簡
、
稲
主
馬
、
竹
内
流
の
奥
儀
を
極
め
、

子
弟
を
教
授
す
、
池
大
雅
来
琴
滞
留
せ
り
、
天
明
七
年
丁
未
四
月
十
日

歿
、
享
年
四
十
七
゜

七



「
こ
と
ひ
ら
」
昭
和
四
十
一
年
新
春
披
（
琴
平
山
文
化
會
披
行
）
の
ご
恵
送
と
共
に
、
氏
の
ご
健
筆
は
愈

往
時
消
息
の
お
示
し
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
先
ず
「
こ
と
ひ
ら
」
を
拝
見
し
園
書
館
参
考
事
務
控
簿
記
事
に
て
松
原
氏
始
め
館
各
位
の
連

日
に
渉
る
ご
繁
忙
を
拝
察
し
て
、
木
村
家
を
中
心
と
し
た
闊
係
主
要
資
料
抄
録
他
ご
提
供
に
つ
き
、
初
信
以
来
ま
こ
と
に
ご
懇
篤
な
る
ご

配
意
の
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
。

元
緑
十
年
、
金
毘
羅
の
酒
造
家
に
つ
い
て
の
記
録
を
御
高
覧
に
供
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
木
村
家
が
二
三
軒
あ
り
、
み
な
大
き
な
株
高
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
分
り
ま
す
。

こ
の
頃
金
毘
羅
別
嘗
金
光
院
の
住
職
は
宥
山
と
い
い
ま
し
た
。

宥
山
は
元
腺
四
年
か
ら
元
文
元
年
ま
で
別
嘗
で
い
ま
し
た
。

宥
山
に
は
イ
ヮ
と
い
う
妹
が
あ
り
、
こ
の
イ
ワ
の
嫁
い
だ
の
が
、
ほ
か

一
月
十
三
日
付
便
に
て
は
、

こ。f
 而

し
て
右
文
中
、
懐
徳
堂
五
同
志
、
多
松
堂
に
闊
し
、

ま
た
春
翁
、
静
山
、
常
山
と
三
宅
春
棲
と
の
或
は
交
渉
の
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

も
す
る
黙
に
つ
き
ご
照
會
に
接
し
た
の
で
、
春
棲
と
の
交
渉
事
情
を
豊
中
懐
徳
堂
藤
塚
誠
二
氏
に
ご
照
會
申
上
げ
る
と
共
に
未
詳
の
面
に

劉
し
責
の
一
端
と
し
て
、
懐
徳
第
三
十
披
、
懐
徳
堂
要
覧
、
船
場
第
五
琥
（
船
場
の
會
稜
行
）
、
石
庵
春
槻
墓
碑
窟
員
を
呈
送
し
た
。

十
二
月
二

多
松
堂
設
立
に
闘
興
し
た
木
村
家
に
つ
い
て

七

一
日
便
に
て
、
六
葉
の
開
連
寓
慎
と
共
に
、
更
に
快
報
を
も
齋
ら
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
池
田
逸
翁
美
術
館
長

で
も
あ
ら
れ
る
岡
田
利
兵
術
先
生
邸
の
柿
術
文
庫
牧
蔵
の
木
村
寸
木
が
牧
集
し
た
短
冊
帖
に
、
泉
石
銘
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
松
原
氏
よ
り
岡
田
先
生
ま
で
態
々
拝
見
可
能
の
ご
許
諾
を
得
て
下
さ
っ
て
お
ら
れ
た
。

今
年
一
月
三
日
に
は
、
松
原
氏
の
ご
丁
重
な
る
賀
詞
拝
受
、

に
よ
れ
ば
、
岡
田
家
ご
先
祖
の
履
軒
門
人
で
あ
ら
れ
た
篤
學
の
方

の
開
係
資
料
も
多
敷
ご
賓
蔵
と
の
ご
案
内
な
の
で
あ
る
。
夏
の
臨
地
見
學
賓
施
ま
で
に
は
先
生
の
御
意
を
得
た
上
で
若
干
の
有
志
委
員
は

岡
田
邸
に
参
上
拝
眉
、
親
し
く
ご
高
敦
を
も
仰
ぎ
お
く
の
要
あ
る
こ
と
及
ひ
そ
の
幸
を
意
識
し
て
堂
友
會
内
開
係
筋
に
ご
連
絡
を
す
ま
せ

な
ら
ぬ
木
村
平
右
衛
門
（
寸
木
）
の
息
平
十
郎
て
あ
り
ま
す
。

金
毘
羅
別
嘗
は
、
み
な
山
下
と
い
う
家
か
ら
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
山
下
家
と
木
村
家
は
と
も
に
生
駒
家
の
臣
で
、
も
と
か
ら
姻
戚
闘

係
が
あ
り
ま
し
た
。

宥
山
は
喪
永
五
年
か
ら
「
金
光
院
日
帳
」
を
書
く
こ
と
を
は
じ
め
ま
し

た
。
現
存
す
る
の
は
賓
永
七
年
、
正
徳
元
年
と
、
享
保
二
年
か
ら
元
文
元



一
月
十
八
日
は
新
年
第

一
回
堂
友
會
委
員
會
を
、
準
備
を
急
ぐ
萬
博
會
場
が
間
近
か
に
羞
め
る
千
里
丘
の
松
下
電
器
保
健
セ
ン
タ
ー
に

於
て
開
催
し
た
。

木
村
英
一
先
生
を
中
心
に
全
員
出
席
、
清
朗
有
意
義
な
議
事
の
進
行
席
上
で
琴
平
と
の
（
松
原
氏
に
よ
る
）
文
通
痙
過

9
,
 、.
：、及～
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今わ

多
松
堂
設
立
に
闘
典
し
た
木
村
家
に

つ
い
て

金 光院日帳

年
ま
で
の
も
の
で
す
。
こ
れ
で
み
ま
す
と
宥
山
が
木
村
家
へ
遊
び
に
ゆ
く

こ
と
、
木
村
家
へ
来
た
客
を
平
十
郎
が
案
内
し
て
宥
山
に
會
わ
せ
に
く
る

こ
と
な
ど
が
出
て

い
ま
す
。

宥
山
は
高
野
山
の
學
憎
義
剛
と
親
友
で
し
た
。
義
剛
は
契
沖
と
親
し

く
、
「
契
沖
他
」
の
著
が
あ
り
、
ま
た
義
剛
書
窯
の
「
文
館
詞
林
」
が
大

東
急
文
庫
に
あ
り
ま
す
。

今
度
慶
應
大
學
の
阿
部
隆
一
先
生
が
「
文
館
詞
林
」
を
出
版
さ
れ
た
の

に
も
義
剛
書
寓
本
は
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

書
庫
に
は
義
剛
が
朱
黙
を
付
し
た
「
覺
祠
抄
」
百
二
十
巻
が
あ
り
ま

す
。

宥
山
の
悟
蔵
書
と
し
て
は

韓
昌
黎
集
（
萬
治
三
刊
）

柳
河
東
集
（
寛
文
四
刊
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「讃
岐
酒
史
」
に
は
「
金
毘
罹
酒
」
の
一
項
が
あ
り
、
木
村
家
が
没
落

し
て
ゆ
く
過
程
が
よ
く
分
り
ま
す
。
も
少
し
先
て
復
寓
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

取
り
急
き
蹴
筆
に
て
失
霞
い
た
し
ま
す
。

一
月
十
三
日

七
四

松

原

秀

明



多
松
堂
設
立
こ
闘
興
し
た
木
村
家
に
つ
い
て

「
こ
と
ひ
ら
」
第
一
巻
詞
刊
披

（
昭
和
九
年
三
月
登
行

二
宅
石
庵
）
＇
1

つ

い

て

大

西

一

外

西
村
天
囚
博
士
の
「
炭
偲
堂
考
」
こ
ば
、
初
代
の
祭
主
三
宅
石
庵
が
年

譜
中
、
元
腺
十
二
年
よ
り
正
偲
二
年
ま
で
十
四
年
間
と
云
う
も
の
が
、
全

夕
日
砥
の
ま
ま
で
あ
る
C
)

西
村
博
士
ほ
ど
の
博
學
者
こ
不
明
の
も
の
は
も

う
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
、
あ
き
ら
め
な
が
ら
も
一
種
の
物
足

り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
(
)

と
こ
ろ
が
偶
然
｝
L

も
、
金
比
罹
の
木
村
寸
木
と
い
う
俳
人
の
著
占
元
緑

十
三
年
刊
の
「
金
昆
濯
會
」
正
徳
二
年
刊
の
「
花
の
市
」
こ
よ
っ
て
、
石

庵
の
年
譜
中
不
明
の
十
四
年
間
は
金
昆
罹
こ
在
住
し
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
。寸
木
ぱ
「
金
毘
濯
曾
」
編
話
の
た
め
、
京
坂
の
俳
家
を
歴
訪
し
集
句
こ

耽
っ
て
い
る
う
ち
に
石
庵
と
知
己
こ
な
り
、
轄
聘
し
て
金
比
罹
こ
伴
い
蹄

り
子
息
の
歩
オ
、
燭
虎
の
薫
育
を
托
し
傍
ら
近
隣
子
弟
の
教
養
を
依
喰
し

た
も
の
ら
し
い
C

金
毘
罹
會
の
序
文
｝
』

大
西
千

扁）
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七
五

と
拝
受
諸
資
料
の
提
示
報
告
を
行
い
、
先
生
よ
り
は
闊
係
先
賢
資
料
に
つ
い
て
は
懐
徳
に
笠
載
の
要
あ
る
旨
併
び
に
資
料
蒐
集
上
の
留
意

事
項
な
ど
拝
惚
し
た
。

一
月
二
十
七
日
付
便
に
て
、
寒
中
お
見
舞
の
陪
を
拝
受
、

「
讃
岐
酒
史
」
の
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
を
用
意
下
さ
れ
て
い
る
ご
案
内
に
加
え
、
私

の
既
往
慨
今
心
に
多
大
の
知
見
を
お
呉
え
下
さ
っ
た
の
は
、
石
庵
の
俳
人
と
し
て
の
一
面
の
消
息
、
か
う
か
が
え
る
に
い
た
る
「
こ
と
ひ
ら
」

第
一
巻
創
刊
杭
所
戟
、
次
の
注
目
す
べ
く
且
つ
輿
味
あ
る
抜
録
の
ご
恵
送
で
あ
る
。

滋
松
尾
壁
錢
堂
寸
木
麦
目
レ
蚤
深
抒
1

一
俳
諧
―
以
レ
之
吟
レ
風
以
レ
之
弄
レ

月
其
所
以
自
適
而
典
人
築
亦
皆
在
レ
此
卒
以
鴨
I
I

於
郷
屈
―
餘
整
逹
―
―
乎

他
方
―
今
也
集
―
二
日
家
之
句
―
雑
以
―
―
其
知
り
作
而
編
成
命
日
二
金
昆
罹

會
—
乃
松
尾
之
所
レ
有
也
郷
盛
而
世
知
レ
之
故
以
為
レ
名

遊
子
泉
石
因
干
西
讀
寓
舎

と
あ
り
「
花
の
市
」
の
敗
文
に
、

花
ぱ
う
ら
ね
と
花
の
市
と
は
弱
生
に
た
て
ほ
也
花
の
市
花
の
市
集
は

市
と
お
な
し
名
名
も
お
も
し
ろ
し
め
さ
れ
よ
句
も
お
か
し
め
さ
れ
よ
風

流
の
物
買
そ
の
牙
竹
は
泉
石

と
占
し
て
い
る
。
牙
伶
は
サ
イ
ト
リ
の
こ
と
で
、
花
の
市
は
照
生
十
日
、

全
比
濯
こ
他
さ
れ
た
市
で
あ
る
。
石
庵
の
俳
句
は
逸
話
文
匝
な
ど
に
二
三

句
學
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
金
昆
罹
會
、
花
の
市
の
雨
集
に
は
左
の
十
数
句

を
数
え
る
。

川
水
は
さ
う
て
流
る
4
枯

野

哉

鼠

石

苫

に

見

よ

お

れ

た

所

が

竹

の

直

同

踏

石

は

ふ

ま

れ

て

年

が

く

れ

に

け

り

同

日
舎
瑾
を
い
ざ
な
ひ
て
興
鼠
寺
の
蓮
池
に
あ
そ
ぶ



蓮
い
け
や
は
た
に
雀
の
糞
ひ
と
つ

涼
風
の
い
き
て
居
る
な
り
森
の
下

宮
島
の
禰
山
に
の
ぼ
り
て

雪
の
み
ね
裾
に
わ
か
る
4
伊
勢
周
防

山
は
人
に
川
も
酔
け
り
花
の
市

雨
に
ぬ
れ
う
ぐ
ひ
す
が
鼻
を
と
ほ
る

春
雨
に
つ
ら
き
は
合
羽
す
か
た
哉

さ
4

の
葉
に
あ
る
か
風
み
る
暑
哉

旅
人
を
か
く
ま
ふ
て

涼
風
ゃ
幸
橋
を
も
ど
り
ほ
し

野
あ
る
き
ゃ
に
ほ
ひ
も
へ
き
の
花
晩
稲

秋
の
く
れ
我
ち
か
ら
く
さ
け
ふ
り
草

柚
は
枝
の
こ
に
か
う
て
よ
し
秋
の
園

寒
菊
と
顔
を
見
合
す
不
破
の
闘

乞
食
の
寝
る
を
見
て

寝
れ
は
ね
る
あ
の
こ
も
一
重
霜
一
重

水
よ
り
も
寒
し
も
と
り
の
空
一
荷

石
庵
は
観
瀾
の
兄
で
、
買
文
五
年
正
月
十
九
日
京
都
に
生
れ
、
名
は
正

名
、
字
は
買
父
、
通
稲
を
新
次
郎
、
別
披
を
萬
年
と
云
い
、
幼
少
の
頃
か

ら
學
事
に
志
し
て
、
家
業
を
顕
み
ず
、
遂
に
家
産
を
蕩
壷
し
て
、
兄
弟
相

携
え
、
江
戸
に
出
て
浅
見
網
齋
に
師
事
し
た
。
學
成
っ
て
弟
の
観
瀾
は
水

戸
家
に
仕
え
、
彰
考
館
の
総
裁
と
な
り
、
の
ち
秘
府
の
儒
官
に
學
げ
ら
れ

た
。
石
庵
は
學
風
か
素
行
か
の
事
に
闘
し
て
、
網
齋
か
ら
破
門
さ
れ
暫
く

江
戸
に
数
投
を
業
と
し
て
居
た
が
、
元
緑
十
年
頃
京
都
に
蹄
り
、
後
ち
大

同同 同同同同同 同同 同同 同同

多
松
堂
設
立
に
闘
興
し
た
木
村
家
に
つ
い
て

阪
邊
に
も
移
居
し
元
緑
十
二
年
の
秋
金
毘
羅
に
来
住
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。石
庵
は
来
琴
後
、
儒
學
を
講
述
し
て
、
子
弟
を
蒸
陶
し
、
金
毘
羅
地
方

の
文
化
啓
登
に
つ
き
多
大
の
貢
獣
が
あ
っ
た
。
が
一
方
に
は
寸
木
の
感
化

に
よ
っ
て
オ
子
肌
の
石
庵
は
傍
ら
俳
句
に
も
趣
味
を
有
つ
様
に
な
り
、
金

毘
羅
在
住
十
四
年
間
は
寸
木
を
来
訪
す
る
俳
人
と
も
交
っ
て
、
花
鳥
風
詠

の
俳
諧
生
活
を
も
螢
ん
で
居
た
。

石
庵
は
此
の
金
毘
羅
在
住
時
代
に
寸
木
の
媒
介
に
よ
り
妻
携
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
二
そ
れ
は
石
庵
と
木
村
一
家
の
闘
係
と
い
う
も
の
が
、
普
通
の

師
弟
と
い
う
よ
り
も
よ
り
以
上
に
濃
厚
で
、
且
つ
如
何
に
木
村
一
家
の
知

遇
に
感
じ
た
り
と
も
一
代
の
鴻
儒
た
る
石
庵
と
も
あ
ら
う
も
の
が
、
草
深

ぎ
南
海
の
片
山
里
に
村
夫
子
然
と
し
て
十
数
年
の
牡
期
を
空
し
く
安
逸
平

凡
に
過
そ
う
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
其
の
孫
裔
は

後
年
讃
岐
に
土
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
も
然
う
受
取
れ
る
。
石

庵
の
妻
岡
田
氏
は
、
二
男
二
女
を
も
う
け
た
が
、
長
男
の
文
太
郎
と
二
女

は
夭
死
し
、
末
子
春
棲
の
生
れ
た
の
は
正
徳
二
年
で
石
庵
四
十
七
歳
、
金
毘

羅
在
住
時
代
に
厨
す
る
。
長
男
二
女
と
も
金
毘
置
で
生
れ
、
金
毘
羅
で
歿
し

た
よ
う
で
あ
る
が
、
木
村
家
の
墓
地
た
る
五
三
昧
が
整
理
さ
れ
て
無
緑
墓

が
無
緑
塔
に
築
き
込
ま
れ
て
了
っ
た
の
で
今
は
調
査
の
し
よ
う
も
な
い
。

石
庵
が
大
阪
に
居
を
移
し
て
か
ら
正
徳
三
年
八
月
に
は
大
阪
の
富
豪
、

三
星
屋
武
右
衛
門
（
中
村
良
齋
）
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
（
富
永
芳
春
）
舟

橋
屋
四
郎
左
衛
門
（
長
崎
克
之
）
金
毘
羅
の
木
村
平
十
郎
（
歩
オ
）
木
村

平
蔵
（
蝙
虎
）
等
の
諸
有
士
が
醐
金
し
て
、
表
口
四
間
、
奥
行
二
十
間
の

家
宅
を
買
取
り
こ
れ
を
石
庵
に
提
供
し
多
松
堂
と
稲
し
て
講
會
の
場
所
と

七
六



多
松
堂
設
立
に
闘
典
し
た
木
村
家
に
つ
い
て

し
た
。ま
た
享
保
十
一
年
七
月
六
日
官
許
を
得
て
懐
態
堂
を
創
設
し
、
石
庵
が

祭
主
に
な
っ
た
と
き
に
も
、
木
村
兄
弟
は
塾
の
東
北
隅
に
二
間
に
六
間
の

長
屋
を
建
て
、
同
人
上
阪
の
折
の
逗
留
所
と
な
し
且
つ
遠
方
諸
生
の
寄
宿

寮
に
あ
て
た
。

こ
の
様
に
木
村
一
家
は
懐
徳
堂
五
同
士
と
共
こ
懐
徳
堂
剖
立
に
壷
痒
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
金
刀
比
羅
人
士
の
た
め
に
意
を
強
く
す
べ
き
事

由
で
あ
る
。

石
庵
は
も
と
も
と
市
隠
的
の
儒
家
で
謡
曲
、
報
を
菖
し
、
酒
を
好
み
座

談
に
巧
妙
を
極
め
、
謳
虚
質
朴
能
く
人
を
容
れ
、
自
持
倹
素
、
常
に
綿

衣
を
着
し
て
生
涯
絹
布
を
用
い
ず
、
督
利
を
好
ま
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る

同
封
六
葉
の
窟
慎
中
、
柳
東
（
日
柳
燕
石
）
に
は
娑
婆
歌
で
そ
の
偉
風
を
想
い
、
別
葉
漠
詩
に
見
ら
れ
る
署
名
、
松
陰
主
人
な
る
人
物

の
ご
照
會
に
應
え
て
は
た
だ
ち
に
そ
の
求
索
を
進
め
た
。

七
七

が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
子
供
を
失
い
、
末
子
春
槻
は
生
れ
つ
き
渾
弱
で
其
の
前

途
を
悲
観
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
讃
岐
門
人
の
勧
め
を
入
れ
て

春
棲
の
生
計
の
た
め
に
返
魂
丹
と
熊
の
腑
丸
を
製
し
、
こ
れ
を
讃
岐
送
に

阪
買
せ
し
め
た
の
で
家
道
は
、
頗
る
富
裕
を
致
し
た
が
其
一
面
に
は
「
儒

者
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
」
と
嘲
罵
の
墜
を
あ
び
せ
ら
れ
た
。

な
お
石
庵
の
學
風
を
評
し
て
餡
學
問
と
云
い
そ
の
首
は
朱
子
、
尾
は
陽

明
、
啓
は
仁
齋
に
似
た
り
と
、
こ
れ
は
諸
説
の
長
所
を
併
用
し
梢
々
雑
駁

を
免
か
れ
な
か
っ
た
弊
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
石
庵
は
江
戸
の
昌
平
僻
に
封
す
る
懐
徳
堂
と
い
う
官
學
創
設
を

置
土
産
に
し
て
享
保
十
五
年
七
月
十
六
日
、
享
年
六
十
六
歳
で
大
阪
に
歿

し
た
が
大
正
八
年
文
数
の
功
績
に
よ
り
正
五
位
を
贈
ら
れ
た
。

二
月
十
八
日
付
便
に
て
、
呈
送
の
新
宮
涼
庭
僻
（
山
本
四
郎
著
）
、
浪
華
儒
林
他
（
石
濱
純
太
郎
著
）
、
懐
徳
第
三
十
四
琥
、
上
方
文
化

（
市
立
拇
物
館
）
、
懐
徳
堂
記
念
碑
及
ひ
日
柳
三
舟
先
生
萬
碑
窃
員
、
併
び
に
東
江
誌
（
山
崎
恒
雄
編
著
）
中
の
松
陰
事
歴
の
抄
記
な
ど

に
封
す
る
ご
挨
拶
と
共
に
、
懐
徳
祖
披
記
事
に
劉
し
次
の
通
り
ご
指
摘
が
あ
っ
た
。
平
右
術
門
（
寸
木
）
正
徳
五
年
乙
未
四
月
二
十
八
日

歿
年
六
十
九
。
平
十
郎
享
保
十
二
年
丁
未
十
一
月
二
十
六
日
歿
享
年
五
十
七
。
同
封
二
十
七
葉
の
窃
員
は
菊
地
五
山
等
多
敷
の
書
盟
の
も

の
で
琴
平
坂
田
秀
雄
氏
邸
の
屏
風
に
見
ら
れ
る
色
紙
類
か
ら
態
々
ご
紹
介
下
さ
っ
た
。

三
月
上
旬
、
琴
平
山
文
化
會
か
ら
松
原
氏
の
ご
配
意
に
よ
り
「
こ
と
ひ
ら
」
昭
和
四
十
五
年
新
春
琥
の
ご
恵
送
に
接
し
た
。
薗
書
館
参

考
事
務
控
簿
記
事
に
よ
れ
ば
近
世
俳
諧
史
上
の
寸
木
闘
係
資
料
に
闊
連
し
て
諸
先
生
の
ご
動
静
が
散
見
さ
れ
る
。
既
に
昨
年
九
月
九
日
記

事
で
は
松
原
氏
に
よ
り
寸
木
と
懐
徳
堂
と
の
闊
係
の
調
査
作
業
の
あ
っ
た
こ
と
が
拝
見
で
き
る
。
次
い
で
十
一
月
十
一
日
記
事
に
は
、
琴
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木村家墓地

氏
よ
り
ご
風
格
の
偲
ば
れ
る
ご
挨
拶
状
に
接
し
た
。

「讃
岐
酒
史
」
｛
翌
呉
二
十
九
葉
に
も
及
ん
て
ご
恵
送
下
さ
れ
た
。

平
郷
土
史
家
の
大
原
和
市
氏
と
、
大
西
一
外
氏
に
よ
り
木
村
家
墓
碑
確
認
に
い

た
る
動
静
が
掲
出
さ
れ
且
つ
大
阪
よ
り
墓
参
の
た
め
に
訪

琴
さ
れ
た
木
村
家
ご
遺
族
に
奇
し
く
も
面
暗
さ
れ
た
る
こ
と
な
ど
、
今
に
生
き
る
享
保
の
人
び
と
、
と
の
想
い
が
し
た

の
で
あ
る
。
更
に

十
一
月
二
十
六
日
記
事
に
は
、
木
村
家
と
金
刀
比
羅
宮
別
嘗
と
の
姻
戚
事
惰
が
琴
平
漆
原
俊
三
氏
邸
で
の
松
原
氏
の
調
査
に
て
逐
次
明
ら

さ
て
三
月
上
旬
、
懐
徳
堂
よ
り
は
金
刀
比
羅
宮
屈
務
所
宛
三
月
中
旬
堂
友
會
委
員
の
見
學
下
見
に
つ
き
正
式
に
依
頼
欣
を
狡
信
下
さ
れ

三
月
十
七
日
夜
、
加
藤
汽
船
に
て
酒
井
、

山
口
雨
委
員
出
稜
、
翌
朝
は
富
岡
委
員
も
参
加
し
金
刀
比
羅
宮
圏
書
館
訪
問
、
松
原
氏
の
ご

指
導
に
よ
り
金
光
院
日
帳
に
現
わ
れ
て
い
る
木
村
家
開
係
記
事
拝
見
、

の
ち
同
氏
及
ひ
大
原
和
市
氏
の
ご
誘
導
で
賓
物
館
、
表
奥
雨
書

院
、
本
宮
、
學
藝
館
の
参
拝
と
視
察
を
終
え
町
の
西
端
木
村
家
墓
地
に
赴
い
た
。

次
い
で
日
柳
燕
石
の
記
念
碑
、
呑
象
棲
を
続
て
坂
田
秀
雄
氏
邸
を
訪
問
、
ご
好
意
に
よ
り
か

か
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
。

ね
て
用
意
下
さ
れ
た
秘
蔵
中
の
屏
風
に
貼
ら
れ
た
る
三
宅
石
庵
書
簡
及
び
日
柳
燕
石
書
軸
の
多

敷
を
拝
見
、
引
績
き
漆
原
俊
三
氏
邸
に
て
寸
木
に
か
か
わ
る
山
下
家
系
圏
等
を
ご
好
意
に
よ
り

拝
見
し
て

一
先
ず
宿
舎
虎
屋
に
引
上
げ
た
。

こ
の
日
圏
書
館
に
劉
し
て
は
堂
よ
り
お
預
り
の
草
茅
危
言
、
碩
固
先
生
集
を
酒
井
委
員
よ
り

賠
呈
の
手
績
を
と
っ
た
。

三
月
三
十
日
付
便
に
て
、

造
酒
家
と
し
て
の
羽
屋
平
右
術
門
の
石
高
に
て
常
時
の
事
情
が
推
定
さ
れ
る
。
同
日
大
原
和
市

四
月
十
九
日
酒
井
、

富
岡
雨
委
員
は
琴
平
の
み
の
再
度
の
下
見
の
勢
を
と
ら
れ
た
。

多
松
堂
設
立
に
闘
興
し
た
木
村
家
に
つ
い
て

七
八
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い
ま
に
生
き
る
な
に
わ
の
人
ひ
と
（
朝
日
新
聞
祉
編
）
、
江
戸
時
代
と
大
阪
（
有
働
賢
造
著
）
、
註
解
出
定

後
語
（
吉
川
延
太
郎
著
）
、
西
村
天
囚
先
生
墓
碑
席
慎
呈
送
に
到
す
る
ご
挨
拶
と
共
に
、
大
阪
市
内
大
谷
學
園
赦
諭
櫻
井
武
次
郎
氏
が
「
俳

人
泉
石
と
し
て
の
三
宅
石
庵
」
の
テ
ー
マ
で
六
月
開
催
の

日
本
近
世
文
學
會
に
て
研
究
ご
骰
表
の
た
め
木
村
家
と
石
庵
（
泉
石
）
と
の
開

係
に
つ
き
必
要
事
項
調
査
照
會
の
ご
文
通
の
趣
も
承
わ
っ

た
。
期
せ
ず
し
て
泉
石
、
寸
木
に
注
目
の
研
究
家
が
然
も
新
ら
し
い
調
査
角
度

に
て
ご
活
動
中
の
こ
と
を
伺
い
得
て
ま
こ
と
に
力
強
く
且
つ
内
心
欣
喜
の
情
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

六
月
七
日
便
に
よ
り
、
松
原
氏
は
前
記
學
會
に
ご
出
席
を
機
に
伊
丹
市
岡
田
利
兵
術
先
生
邸
に
て
ご
愛
蔵
の
石
庵
、
履
軒
外
懐
徳
堂
闘

係
資
料
拝
見
の
た
め
の
お
誘
い
あ
り
、
尚
こ
と
に
私
の
重
視
し
た
の
は
、
木
村
家
後
裔
が
大
阪
市
生
野
謳
猪
飼
野
ご
在
住
で
然
も
今
回
同

家
系
圏
ご
持
参
の
上
岡
田
先
生
を
中
心
に
一
同
拝
見
い
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
快
報
で
あ
っ
た
。

二
十
六
日
は
松
原
、
櫻
井
雨
氏
、
木
村
家
後
裔
の
三
婦
人
、
酒
井
、

富
岡
、
山
口
委
員
そ
れ
ぞ
れ
に
参
集
、
岡
田
先
生
の
慈
愛
あ
ふ
る

る
ご
高
敦
に
接
し
つ
つ
木
村
家
系
圏
を
親
し
く
一
同
で
拝
見
し
た
。
木
村
家
側
に
お
か
れ
て
も
、
懐
徳
堂
堂
友
會
が
今
日
な
お
往
昔
敬
慕
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り
も
格
別
の
ご
協
力
の
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
申
上
げ
る
。

さ
れ
有
難
く
拝
受
い
た
し
た
。

於
け
る
出
装
で
あ
り
な
が
ら
、

岡田先生邸にて

、。し

え
の
注
意
あ
る
と
こ

ろ
に
い

た
＜
惑
銘
し
て
お
ら
れ
た
。
重
ね
て
奇
し
く
も
思
わ
れ
て
く
る
の
は
直
接
間
接
に
闘
連
目
的
え
の
各
立
場
に

は
か
ら
ず
も
こ
の
参
集
會
見
に
到
り
得
た
こ
と
が
、
岡
田
先
生
邸
に
於
て
で
あ
っ
た
こ
と
も
意
義
ま
こ
と

に
深
く
先
師
先
儒
の
お
引
合
せ
と
も
思
え
て
追
想
一
入
で
あ
る
。
尚
お
別
れ
に
際
し
先
生
よ
り
堂
友
會
に
到
し
て
、
易
純
逢
原
一
峡
を
下

六
月
二
十
七
日
橿
原
市
橿
原
會
館
に
於
て
開
催
の
昭
和
四
十
五
年
春
季
日
本
近
世
文

學
會
研
究
顎
表
會
に
許
可
を
得
て
出
席
し
櫻
井
先
生
の
ご
骰
表
を
拝
聴
し
た
。
泉
石
が

俳
諧
の
交
渉
を
始
め
た
こ
と
や
嘗
時
讃
岐
よ
り
束
坂
の
事
惰
等
は
寸
木
の
影
響
を
も
受

け
て

い
る
や
の
推
論
、
含
翠
堂
に
開
係
あ
る
泉
州
堺
三
宅
家
と
京
都
三
宅
家
と
の
何
ら

か
の
つ
な
が
り
の
有
無
を
究
明
し
て
行
き
う
る
か
、
雨
家
と
も
薬
種
商
に
共
通
黙
あ
る

こ
と
等
其
他
に
鱗
れ
ら
れ
、
石
庵

（泉
石
）
の
俳
歴
に
つ
き
不
明
の
部
分
を
補
う
と
こ

ろ
に
幾
多
の
示
唆
を
呉
え
ら
れ
た
ご
高
説
を
有
意
義
且
つ
興
味
深
く
伺
っ
た
。

七
月
一
日
便
に
よ
り
、
松
原
氏
は
在
阪
中
の
豫
定
行
動
の
一
部
を
割
き
、
阪
大
助
数

授
信
多
純

一
先
生
の
ご
紹
介
を
い
た
だ

い
て
懐
徳
堂
文
庫
を
参
観
さ
れ
た
旨
の
ご
連
絡

寸
木
と
石
庵
先
生
と
の
俳
諧
交
渉
を
通
し
て
残
さ
れ

こ
の
契
機
が
、

た
資
料
等
の
新
嶺
見
に
更
に
結
び
つ
く
に
至
る
こ
と
に
な
れ
ば
と
衷
心
念
願
申
上
げ
た

を
拝
承
し
た
。

七
月
十
五
日
便
に
て
は
、
愈
見
學
質
施
の
近
き
に
備
え
て
松
原
氏
に
よ
り
急
遠
大
量
五
十
部
の
次
の
要
貼
貴
重
記
事
を
編
ん
で
下
さ
れ

た
旨
に
添
え
、
二
部
前
送
を
賜
わ
る
の
、こ
配
意
が
あ
っ
た
。
香
川
縣
文
化
財
尊
門
委
員
香
川
縣
立
琴
平
高
等
學
校
赦
諭
三
谷
敏
雄
先
生
よ

多
松
堂
設
立
に
闘
典
し
た
木
村
家
に
つ
い
て
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本
誌

白 峰 に て

八

七
月
十
九
日
夜
、
見
學
の
一
行
は
豫
定
通
り
辮
天
埠
頭
出
帆
、
二
十
日
早
朝
高
松
港
に
て
先
着
の
指
導
講
師
岡
山
大
學
齋
藤
孝
先
生
を

迎
え
て
合
流
し
琴
電
に
て
七
時
入
琴
、
圏
書
館
見
學
、
表
奥
雨
書
院
を
拝
観
、
宮
司
琴
陵
光
重
氏
に
阪
大
消
水
潔
先
生
外
委
員
の
ご
挨
拶

浦
談
、
の
ち
一
行
は
本
宮
参
拝
御
紳
架
奉
納
を
す
ま
せ
賓
物
館
學
藝
館
参
観
、
虎
屋
に
て
畳
食
後
バ
ス
に
て
木
村
家
墓
参
、
燕
石
ゆ
か
り

の
呑
象
棲
通
過
善
通
寺
に
至
り
、
参
詣
と
國
賓
等
拝
観
し
白
峰
一
泊
、
翌
二
十
一
日
白
峰
寺
、
白
峰
陵
な
ど
参
拝
五
色
棗
経
由
國
分
寺
見

學
、
栗
林
公
園
一
周
を
最
後
に
夕
刻
高
松
港
よ
り
乗
船
蹄
阪
、
憩
員
四
十
五
名
。

七
月
二
十
日
付
便
に
て
、
見
學
嘗
日
呈
上
の
懐
徳
堂
考
（
天
囚
西
村
時
彦
著
）
に
劉
し
ご
挨
拶

と
共
に
、
櫻
井
武
次
郎
先
生
撮
影
の
「
木
村
家
系
圏
」
及
び
「
木
村
寸
木
蒐
集
短
冊
帖
」
の
高
員

二
十
六
葉
の
ご
恵
送
に
接
し
た
。
以
上
が
そ
の
大
要
で
あ
る
。

今
次
四
國
方
面
の
見
學
旅
行
は
幸
い
天
候
に
恵
ま
れ
無
事
有
意
義
に
終
了
し
た
こ
と
は
、

佛
先
師
諸
震
の
加
護
と
、
金
刀
比
羅
宮
祉
務
所
外
各
見
學
先
常
局
を
始
め
闊
係
諸
先
生
嘗
事
各
位

の
、
堂
に
劉
す
る
深
き
ご
理
解
の
賜
と
衷
心
感
謝
を
捧
げ
る
と
共
に
、
回
顧
す
る
と
昨
年
束
現
地

貴
重
資
料
を
お
し
み
な
く
ご
提
供
下
さ
っ
た
金
刀
比
羅
宮
圏
書
館
嘗
局
就
中
松
原
秀
明
氏
の
深
甚

な
ご
配
意
の
も
と
に
全
面
に
渉
り
絶
大
な
る
ご
協
力
に
預
り
得
た
こ
と
に
到
し
て
は
、
心
か
ら
敬

愛
の
念
を
表
し
た
く
、
尚
其
間
に
も
各
方
面
で
の
見
聞
事
情
乃
至
は
拝
受
資
料
の
全
掲
載
は
こ
れ

を
望
み
な
が
ら
も
紙
面
の
制
約
で
、
こ
紹
介
に
及
ば
ざ
り
し
こ
と
を
深
く
お
詑
び
申
上
げ
今
後
も
か

わ
ら
ざ
る
諸
先
生
の
ご
垂
数
を
切
願
申
上
げ
ま
す
。

頁
以
下
、
松
原
秀
明
氏
「
金
毘
羅
別
家
木
村
家
の
人
人
」
参
照

（
會
員
山
口
正
男
文
責
）
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